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千代田区教育委員会

、
／
．

壮大な正倉院に見守られて（今川中）

含特色ある学校教育の創造を目指して

＇ 主 —~平成 12年度はじまる一一

な 千代田区数育委員会の毅育目標 （概要）

＊中学校教育検討会

予 「これからの中字交教育についての意見を

事 聴く会」が閏催されました。

女給食のあり方検討会から報告書提出

授業で習った建築物を目のあたリに

して 、そのすぐれた技術と美しさに

感動しました。

＊教育広報「かけはし」は資源保護の

ため再生紙を使用しています。



平成12年度学級数・在籍者数

／＇ 

区分 全学級数 新入生数 前年度比 在籍者数 前年度比

幼稚園 28 152 26 464 46 

小学校 85 363 △30 2.405 △64 

中学校 37 397 △9 1,239 △71 
ノ
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芯 ．．ー’` 千代田区教育委員会の教育目標（概要） ／い 累
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裏 千代田区孝夕育委員会は、教育基本法に則リ 、千代田区の教育の歴史と伝統を継承. ' 
＊ 

虚 発展させ、心身ともに健康で千代田区に誇リと愛着をもつ人間性豊かな区民の育成を 書
喜 目指します。そのため、社会の変化に対応しつつ、学校孝ダ育、社会教育の緊密な連携 ！ 
＄ のもとに誰もが生涯を通じて主体的に学ぶことのできる生涯学習社会の実現を図リ、 ＊ 

> もって、普遍的でしかも個性的な文化の創造と豊かな社会の形成に貢献することを期 嘉
＊ して、次の視点を基本として、本区の教育を推進します。 嘉
＊ 咲

t 1. 本区における少子高齢化、高度情報通信化、国際化など、社会の急激な変化の中、 ＊ 
＊ 

< 特別区は、本年4月から都区制度改革によリ自立した基礎的な地方公共団体となる 書
芯 変革の年であり、まさに特代の転換期を迎えています。このような社会状況を踏ま 咲

唖

芯 ぇ区民の多様な学習意欲に対応し、家庭や地域社会とも密接な連携を図り、学校教 母
咲

＄ 育や社会教育を充実し、区民の生涯にわたる学習環境の整偶を図リます。 ＊ 
＊ 
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i 2. 学校教育においては、子どもたちが、自他の生命を尊び、心身ともに健全で、 嘉
＄ 社会連帯意識をもち、信頼と尊敬の得られる区民として成長することを願い、 選

唖

＊ 唖
＊ 生涯学習の基礎を培います。 ＊ 

＊ > とリわけ、特色ある学校数育の創造を目指し、特代の変化に即した教育内容・教 嘉
＊ 育環境の一層の充実を図リます。 ＊ i ·-·--··y·• ・---------- -.  - it 
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＊ 母a

＊ 欲に応えることのできる諸施策の推進を図リます。l ょ二勾竺：：：：：。を図り、文化スポーツ活動を含む学習活動 ［ 
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千
代
田
区
教
育
委
員
会
で
は
、
各
小
・
中
J

学
校
保
護
者
代
表
を
は
じ
め
、
学
校
関
係
者

か
ら
な
る
「
給
食
の
あ
り
方
検
討
会
」
を
平

成
十
一
年
六
月
に
設
置
し
、
こ
れ
か
ら
の

小

・
中
学
校
の
給
食
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調

査

・
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

6
回

の
検
討
を
経
て
報
告
書
と
し
て
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。 見を聴く会」を開催し、保護者や区民の方々からご意見を伺いました。当 日、参加された方から寄せられた

ご意見の一部を紹介し ます。なお、皆さんから伺いました貴重なご意見は、最終報告検討の際の参考にさせ

ていただきます。

特
別
活
動
、
そ
し
て
総
合
的
学
習
の
時
間
な
ど

教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
、
健
康
教
育
を
す
す

め
、
そ
の
一
環
と
し
て
望
ま
し
い
食
事
の
あ
り

方
や
自
分
で
食
事
を
選
び
自
己
の
健
康
管
理
が

で
き
る
能
力
を
育
て
る
。

②
学
校
給
食
は
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
ふ

れ
あ
い
や
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
絶
好

の
機
会
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
相
手
に
不
快
な

気
持
ち
を
お
こ
さ
せ
な
い
基
本
的
な
作
法
や
、

話
法
な
ど
を
体
得
で
き
る
よ
う
、
食
事
を
通
し

て
好
ま
し
い
人
間
関
係
を
育
成
す
る
。

ミ
ル
ク
給
食
実
施
中
の

3
中
学
校
に
お
い
て

は
、
保
護
者
の
負
担
を
考
え
る
と
早
期
の
完
全

実
施
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
緊
急
的
な
措

置
と
し
て
次
の
三
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

鸞
面
、
校
内
で
安
全
性
の
高
い
弁
当
、
パ
ン
等

の
販
売
を
実
施
す
る
な
ど
の
対
応
を
検
討
す

る
。
こ
の
際
に
校
内
売
店
の
活
用
も
含
め
て
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

旱
ぐ
に
給
食
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
難
し
い

場
合
で
も
、
近
隣
の
給
食
施
設
を
活
用
す
る
か
、

ど
う
し
て
も
、
困
難
な
場
合
に
は
、
給
食
セ
ン

タ
ー
を
利
用
す
べ
き
と
言
う
意
見
も
出
さ
れ

た
。
な
お
、
給
食
は
、
自
校
方
式
が
望
ま
し
く
、

給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
を
と
る
こ
と
は
や
め
て
ほ

し
い
と
い
、
孟
思
見
も
出
さ
れ
た
。

曼
「
後
、
校
舎
建
て
替
え
時
に
再
度
実
施
方
法
な

ど
に
つ
い
て
協
議
し
、
給
食
の
施
設
設
備
の
充

実
を
図
る
。

食
は
、
子
ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
に
健
康
に

成
長
・
生
活
し
て
い
く
た
め
に
非
常
に
大
切
な

も
の
で
す
。
現
在
は
多
く
の
食
物
が
、
簡
単
に

手
に
入
る
反
面
、
食
品
の
組
み
合
わ
せ
や
取
り

方
に
問
題
が
あ
り
、
健
康
を
害
す
る
例
も
見
ら

れ
ま
す
。

日
々
の
栄
養
管
理
、
食
事
の
取
り
方
や
し
つ

け
は
家
庭
生
活
の
中
で
子
ど
も
た
ち
が
身
に
つ

け
て
い
く
も
の
だ
が
、
学
校
に
お
い
て
も
教
育

活
動
全
体
を
通
し
て
健
康
教
育
に
力
を
入
れ
、

自
分
に
と
っ
て
必
要
な
食
品
を
選
ぶ
力
を
持
て

る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
好
ま
し
い
人
間
関
係

が
育
成
さ
れ
る
こ
と
が
も
と
め
ら
れ
て
い
る
。

．
区
教
育
委
員
会
は
本
検
討
会
の
検
討
結
果

を
ふ
ま
え
、
よ
り
良
い
学
校
給
食
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
検
討
会
の
報
告
書

は
各
小
・
中
学
校
に
配
布
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
各
校

に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

5
最
後
に

A
 

中学校教育検討会

「学校関係者との意見交換会」 が開催されました。
「これからの中学校教育についての意見を聴く会」

翌：宝宝国ヱ零口四四四ば四四四豆四四図図ぬ口四四柔孟四四口

中学校教育検討会では中学校教育に関する幅広いご意見を伺うため、本年 2月25日

の皆さんとの意見交換会を実施しました。また、 4月8日

（金）に学校関係者

（土）には「これからの中学校教育についての意

「学校関係者との意見交換会」

0中等教育は生徒自らが生きる道を見つけるのを支援することを目的としている。一定期間ゆ

とリをもって、じっくりと多くの選択肢の中から自分の歩む道を自分の責任で選べるような

中高一貫孝夕育が必要だと思う。

0特色のある中学校をつくるなら、通学区域を弾力化すべきだと思う。

0中高一貫教育については、きちんとしたポリシーが必要だ。6年間で本当に何を孝夕えるかとい

うことを見据えて考えて欲しい。

0学校の適正規模は必要である。家庭ではできない集団生活での知恵を教えるのも学校の役割

である。優しさとか思いやリの心を集団生活の中で気づかせることも重要だ。

「これからの中学校教育についての意見を聴く会」

0幼・小•中の連携を強化する。子どもたちの商題点を幼・小・中のつながリから把握すれば、

色々な商穎が解決できるのではないか。

0中高一貫教育は私立の真似でなく、公立でしか実現できない、のびのびとした教育を千代田

区で実現してほしい。

0先日のアンケート調査で、小学校 6年生と保護者の半数が私立中学校に進学したいという結

果を目にしたとき非常にショックだった。子どもたちが行きたいと思うような学校づくりを

考えてほしい。

0自分で自発的に考えて学んでいく姿勢がこれからは大事だ。自分の興味のあるものについて

学んでいこうとする芽を育てるような教育が必要なのではないか。

0千代田区立中学校がどのような教育をしているか色々な場でPRしてほしい。

乞袴

亨い多
ご覧疇
亨

中
学
校
教
育
検
討
会
活
動
経
過

第
1
回
平
成
1
0
年
9
月
1
0
日

（木
）

・
「
こ
れ
か
ら
の
中
学
校
に
望
む
こ
と
」

第

2
回
平
成
1
0
年
1
1
月

16
日

（月
）

・
「
千
代
田
区
の
中
学
生
は
今
」

第
3
回
平
成
1
1
年

1
月
2
5
8
（月
）

•
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
学
習
内
容

と
特
色
あ
る
中
学
校

．
学
校
経
営
・
運
営

・
教
育
の
規
制
緩
和

第
4
回
平
成
1
1
年
4
月
2
1
日

（水
）

・
中
高
一
貫
教
育
の
意
義
と
可
能
性

・
小
中
、
中
高
の
連
携

・
「
中
闇
報
告
」
骨
子
〔
案
〕
に
つ
い
て

第
5
回
平
成
1
1
年
6
月
8
日

（火
）

・
「
中
商
報
告
」
概
要
〔
案
〕
に
つ
い
て

第
6
回
平
成
1
1
年

7
月
1
3
日

（火
）

・
「
中
間
報
告
」
〔
案
〕
に
つ
い
て

平
成
1
1
年
7
月
29
日

（木
）
「
中
間
報
告
」
提
出

第
7
回
平
成
1
1
年
9
月
1
7
日

（金
）

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

平
成
1
1
年
1
0
月
2
0
日

（水
）
ー
2
6
日

（火
）

―

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施

第

8
回
平
成
1
2
年

1
月
19
日

（水
）

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
及
び
分
析

第

9
回
平
成
1
2
年

2
月
25
日

（金
）

・
学
校
関
係
者
と
の
意
見
交
換
会

第
1
0
回
平
成
1
2
年

3
月
2
8
日

（火）

・
中
高

一
貫
教
育
検
討
専
門
部
会
よ
リ
報
告

第
1
1
回
平
成
1
2
年
4
月
8
日

（土
）

・
「
こ
れ
か
ら
の
中
学
校
数
育
に
つ
い
て

の
意
見
を
聴
く
会
」

第
12
回
平
成
12
年
5
月
1
1
日

（木
）

「
最
終
報
告
」
骨
子
〔
案
〕
に
つ
い
て

今
後
の
予
定

第
1
3
回
平
成
1
2
年
6
月

「
最
終
報
告
」
概
要
〔
案
〕
に
つ
い
て

第
1
4
回
平
成
12
年
7
月

「
最
終
報
告
」
〔
案
〕
内
容
の
検
討

第
15
回
平
成
1
2
年

8
月

「
最
終
報
告
」
〔
案
〕
に
つ
い
て

「
中
学
校
数
育
検
討
会
報
告
書
」
の
提
出

これからの中零校霰育についてのSRを屁く会

5
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有
形
文
化
財

し

ほ

ん

ち

ゃ

く

し

よ

く

ぶ

つ

ね

は

ん

ず

は

っ

さ

ょ

う

ひ

つ

い

っ

ぶ

く

「
紙
本
着
色
仏
涅
槃
図
伯
喬
筆
」
＿
幅

所
有

こ
心
法
寺

麹
町
6
_
4
_
1

釈
迦
入
滅
の
説
話
を
描
い
た
仏
涅
槃
図

（縦

町
Cm
、
横
158Cm)

は
六
枚
の
料
紙
で
継
が
れ
て

げ
ん
ぷ
ん

い
て
、
江
戸
時
代
享
保
・
元
文
年
間

（
一
七
一

六
ー
四
一

）
ご
ろ
に
制
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
樹
木
や
人

．
動
物
の
描
法
は
江
戸
狩
野
風

で
あ
り
、

一
墜
の
鳥
や
虫
の
姿
が
写
生
的
に
と

ら
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
に
注
目
さ
れ
ま

す
。江

戸

（東
京
）
で
造
ら
れ
た
仏
画
の
大
作
と

め
い
さ
つ

し
て
、
区
内
の
名
刹
に
古
く
か
ら
伝
わ
っ
た
資

料
と
し
て
、
美
術
的
に
も
、
区
に
と
っ
て
歴
史

的
価
値
の
高
い
資
料
で
す
。
心
法
寺
で
は
こ
れ

を
毎
年
二
月
ー
＿二
月
こ
ろ
、
本
堂
に
掛
け
て
公

開
し
て
い
ま
す
。

盆
皿

き
器ぃ陶

みつばあおい／31こがわら

三葉葵鬼瓦

「
倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
」
と
耐
震
診
断
の
判

定
結
果
が
出
た
今
川
中
学
校
校
舎
に
つ
い
て
、
関

係
者
の
皆
さ
ま
と
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

9

ヽ力ヽ
粛
育
館
棟
を
増
改
修
し
、
2
学
期
か
ら
授
業

を
開
始
す
る
。

②
校
舎
棟
は
解
体
し
、
危
険
性
を
回
避
す
る
。

以
上
が
区
の
方
針
と
し
て
決
定
し
、

5
月
10
日
に

開
催
さ
れ
た
千
代
田
区
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、

工
事
経
費
の
補
正
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
工
事
説
明
会
な
ど
を
経
て
、

6
月
中
旬

か
ら
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

工
事
期
間
中
は
周
辺
の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ま
た
、
仮
校
舎
と
し
て
内
神
田
社
会
教
育
会
館

を
8
月
末
ま
で
使
用
す
る
予
定
で
す
。
利
用
者
の

皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

今
し

ば
ら
く
ご
協
力
を
お
願
し
ま
す
。

工
事
の
概
要

．

．
 校企
旦
愧
、
煙
突
を
解
体
す
る
。

・
体
育
館
棟
の
。ヒ
ロ
テ
ィ
部
分
に
職
員
室
な
ど

を
増
築
す
る
。

•

特
別
教
室
の

一
部
を
普
通
教
室
に
改
修
す

る
。

・
周
囲
の
塀
の

一
部
を
撤
去
し
、
ネ

ッ
ト

フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
。

千
代
田
区
教
育
委
員
会
で
は
文
化
財
保
護
審

議
会
の
答
申
を
受
け
、
有
形
文
化
財
二
件
、
有
形

民
俗
文
化
財

一
件
を
指
定
し
ま
し
た
。

麹
町
小
学
校
・
幼
稚
園

仮
校
舎
で
授
業
を
開
始
し
ま
し
た

麹
町
小
学
校
・
幼
稚
園
は
校
舎
改
築
の
た

め、

4
月
か
ら
旧
永
田
町
小
学
校
の
仮
校
舎
に

移
転
し
ま
し
た
。
移
転
に
あ
た
リ
、
通
園

・
通

学
の
距
離
が
長
く
な
る
た
め

「風
ぐ
る
ま
」
事

業
を
活
用
し
て
、
幼
稚
菌
児
及
び
小
学
生

一
年

生
の
希
望
者
を
対
象
と
し
た
送
迎
バ
ス
を
運
行

し
て
い
ま
す
。

I
-

麹
町
小
学
校
・
幼
稚
園
の
新
し
い
校
舎
と
な

リ
ま
す

「
麹
町
二
丁
目
公
共
施
設
」
は
平
成
1
5

年
3
月
に
は
完
成
す
る
予
定
で
す
。

有
形
文
化
財

さ
し
●
う
は
ん
て
い

「
紀
尾
井
町
遺
跡
出
土
紀
州
藩
邸
関
係
資
料
」

78点

所
有

4

千
代
田
区
（
四
番
町
歴
史
民
族
資
料
館
）

本
件
は
千
代
田
区
教
育
委
員
会
に
よ
る

「
紀

尾
井
町
遺
跡
」
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
も
の

で
す
。
調
査
地
点

（紀
尾
井
町

3
番
地
）
に
は
、

紀
州
徳
川
家
の
上
屋
敷

（麹
町
邸
）
が
明
暦
三

（
一
六
五
七
）
年
か
ら
幕
末
ま
で
長
期
閤
置
か

れ
て
お
り
、
出
土
し
た
多
数
の
遺
物
の
中
か
ら
、

と

う

じ

さ

か

わ

ら

陶
磁
器
類
穴
四
点

・
瓦
類
五
点
・
金
属
製
品
九

点
合
計
七
八
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
紀
州
徳
川
家
の
麹
町
邸
の
貴
重
な

資
料
で
あ
る
と
と
も
に
、
広
く
江
戸
時
代
の
歴

史
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
資
料
で
す
。

こ
の
発
掘
は
、
本
区
が
初
め
て
開
発
行
為
に

対
し
て
実
施
し
た
最
大
規
模
の
発
掘
調
査
事
業

で
記
念
碑
的
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

す信馬れ 設治社狛奥坂 まやはたとを犬
゜仰 町 た 碑さ三諏犬 ‘神日せ→忘 ゜い持と現 蝕
と の も 文れ十内：；は本社枝ん宝れ江うつ呼在 所さら‘
慕人のかた四の ‘殿・神 ゜珠ら戸別→ば ‘有
ら々 でらも ＾ 阿文の猿社 ←れ峙種狛れ魔 ．．＿
しと‘この一伝政阿田境 をて代の犬て隙日対
をの神ので九馬二し彦内 持きの動←いけ 枝
考関社狛刃〇町 ＾ 置 神 ・ つて頃物 るな 神
えわ周犬 ー天 ー か社山 も かで豆夏動ど 社
るり辺は ー 王八れ ＾ 王 の現ら一上，，物で
上なに江 年社二て合濯 は在 、対 記 は 神 永
でど住戸 し(L-0 い記荷 ほの→と 社 田
貴 ‘む特 日奉 ツ る 一 神 と狛りさ魯当に 町
重 江 人 代 枝納年一両社 ん太ゃれつ初鎮竺
な戸々に 神さに対者 ‘ ど（し て は座ざ1

資峙や製 社れ神の拝及 どは-,ぃ -,頭 す 1:0
料代南作 に ‘田石殿び あ→宝ま獅し(―る 1

での伝さ 移 8月神製の八 リ巴竺しどし角 狛 5

ご巴芯2ここぶ唸□に兄つこ只こ
-

｀ 

0
特
別
整
理
で
休
館
し
ま
す

期
間

6
月
1
5
日

（木
）
＼
2
3
日

（金
）
ま
で

0
本
の
リ
サ
イ
ク
ル

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
を
対
象
に
、

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
本
を
一
人
1
0
冊
ま
で
無
料

で
差
し
上
げ
ま
す
。

日
時

場
所

6
月
2
2
日

（木
）

午
前
9
時
3
0
分
＼
午
後
4
時
3
0
分
ま
で

千
代
田
函
書
館

3
階
閲
覧
室

※
手
提
げ
袋
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

区
の
旨
I
E
之
化
財

新
た
に
3
件
を
指
定

有
形
民
俗
文
化
財

千
代
田
図
書
館
か
ら
お
知
ら
せ

、,̀

大きく育って 濡恋自然体験交流教室

宿舎の庭 （箱根高原学校）で開校式 （お茶の水小）

学

校

＿丁
ノ
イ
ー

事

今
川
中
学
校
校
舎
の
増
改
修
・

解
体
に
つ
い
て

スタート！ ・花小金井学園でスポーツテスト（番町」＼）

一

胸はずむ軽井沢少年自然の家での生活 （練成中）
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最
近
、
少
年
犯
罪
の
多
発
が
社
会
問

題
と
な
り
「
少
年
法
の
見
直
し
」
な
ど
、

事
の
重
大
さ
に
各
方
面
で
対
策
や
検
討

な
ど
重
ね
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

以
前
か
ら
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
の

難
し
さ
、
親
の
役
割
の
重
さ
は
語
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
先
日
、
N
H
K
テ
レ
ビ
番
組
の

中
で
「
何
故
、
少
年
は
問
題
を
起
こ
す
の
か
」
を

テ
ー
マ
に
、
実
際
に
問
題
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た

少
年
た
ち
の
関
係
者
が
語
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

せ

け

ん

て

い

多
く
は
「
親
は
世
間
体
ば
か
り
気
に
し
て
自
分
を

理
解
し
て
く
れ
な
い
。
ふ
り
む
い
て
自
分
を
見
て
、

話
を
聞
い
て
欲
し
い
。
」
と
訴
え
て
い
る
そ
う
で

す
。
私
は
そ
の
訴
え
の
中
の
彼
ら
の
身
勝
手
さ
、

甘
さ
を
容
認
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
何
故

か
反
省
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

私
た
ち
は
自
分
の
子
ど
も
を
愛
す
る
余
り
、
自

分
の
世
界
で
、
自
分
の
都
合
の
良
い
愛
で
、
子
ど

も
を
し
ば
り
つ
け
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子

ど
も
の
気
持
ち
に
な
っ
て
子
ど
も
の
言
葉
を
、
心

を
、
真
剣
に
受
け
止
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
と
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
の
親
の

愛
に
応
え
る
た
め
に
、
家
庭
や
学
校
で
無
理
を
し

て
い
つ
も
良
い
子
で
い
る
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

勿
論
、
が
ん
ば
り
や
が
ま
ん
は
子
ど
も
の
成
長

に
不
可
欠
な
こ
と
で
す
が
、
い
つ
も
良
い
子
で
い

る
た
め
の
が
ん
ば
り
を
子
ど
も
に
求
め
す
ぎ
る

と
、
そ
れ
に
反
し
て
、
言
葉
も
心
も
読
め
な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

， 

今
春
、
本
区
立
小
学
校
に
三
六
三
名
の
新
一
年

生
を
迎
え
ま
し
た
。
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

に
元
気
に
通
学
す
る
姿
は
ほ
ほ
え
ま
し
く
、
た
の

も
し
く
さ
え
思
え
、
エ
ー
ル
を
送
ら
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

う
れ

そ
の

一
年
生
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
と
て
も
嬉

し
い
こ
と
な
の
で
す
。
宝
も
の
を
入
れ
る
ポ
ケ
ッ

お母さんは宝もの

曽 根 史 子

千
代
田
区
教
育
委
員
長

そ

ね

ふ

み

き
ょ

こ

想随

う
い
く

価
値
観
が
多
様
化
す
る
中
で
、
子
ど
も
た
ち
を

社
会
の
中
の

一
人
の
人
間
と
し
て
育
て
る
こ
と
は

大
変
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
甘
や
か
す
こ
と
と
愛

す
る
こ
と
の
違
い
の
重
要
さ
を
考
え
、
子
ど
も
た

ち
の
成
長
と
努
力
す
る
姿
を
、
急
が
ず
に
子
ど
も

の
気
持
ち
に
な
っ
て
見
守
る
こ
と
が
私
た
ち
親
の

大
切
な
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

ト
に
、
入
れ
る
宝
も
の
を
作
る
時
間
が
あ
り
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
テ
レ
ビ
や
ア
ニ
メ
の
ヒ
ー
ロ

ー

・
ヒ
ロ
イ
ン
を
、
そ
し
て
マ
マ
も
一
緒
に
い
れ

て
お
い
た
。
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

マ
マ
が
宝
も
の
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
い

つ
ま
で
も
マ
マ
、
お
母
さ
ん
が
宝
も
の
な
の
で
す
。

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
お
母
さ
ん
！

子
ど
も
た
ち
が
入
学

・
進
級
し
て

2
ヵ
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。
新
し
い
環
境
に
も
慣
れ
、
友
だ
ち
も

増
え
て
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
高
額
納
税
者
、
い
わ
ゆ
る
長
者

番
付
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
「
五
体
不
満
足
」
の

著
者
、
乙
武
洋
匡
さ
ん
の
「
税
金
は
子
ど
も
た
ち

が
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
な
使
い
方
を
し
て
欲
し

い
」
と
の
新
聞
記
事
の
コ
メ
ン
ト
が
印
象
的
で
し

こ。t
 

今
号
で
は
、
平
成
十
二
年
度
教
育
予
算
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
の
税
金
で
成

り
た
っ
た
も
の
で
す
の
で
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育

の
た
め
、
有
効
か
つ
効
率
的
に
使
っ
て
ま
い
り
ま

す
。前

号
で
紹
介
し
ま
し
た
番
町
小
学
校

・
幼
稚
園

の
校
・
園
歌
の
作
曲
者
で
あ
る
中
田
喜
直
先
生
が

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
中
田
先
生
が
作
曲
さ
れ
た

「
め
だ
か
の
学
校
」
な
ど
数
多
く
の
叙
情
味
豊
か

な
童
謡
は
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
歌
い
継
が
れ
て

い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

「
か
け
は
し
」
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感

想

・
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

教
育
広
報

「
か
け
は
し
」
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